
サトウキビの深植え栽培技術は、苗を慣行より深く植え付けることで、新植および株出し栽培の収

量を増やす効果がある。また、深植えによる株の引き抜き耐性の向上に伴い、機械収穫適性も向上す

る。さらに少雨条件下での発芽性や耐倒伏性が向上するため、干ばつや台風被害の軽減も期待される。

概要

背景・効果・留意点

品目:サトウキビ

アジアモンスーン地域農林水産技術カタログ

サトウキビの安定生産に貢献する深植え栽培技術
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図2 フィリピンルソン島における深植え区と慣行区
の比較試験。上：倒伏程度、下：初期生育。

図1 タイ東北部での茎収量
植え付け2015年10月、新植栽培の収穫2016年
12月、株出し栽培の収穫2018年1月。品種：KK3。

サトウキビは食料とエネルギー生産にとって重要な作物であるが、気候変動の影響による生産量

低下が指摘されている。そのため、気候変動に対応した生産性向上技術の開発が求められている。

特に株出し栽培は、収穫後の切り株から再生する茎を利用するため、再植え付けが不要であり、苗

を植え付ける新植栽培と比較して生産コストや投入エネルギーが少なく、土壌浸食の抑制や肥料

利用効率の向上等の環境負荷低減効果も期待できる作型である。そのため、サトウキビ生産では、

新植栽培とともに、株出し栽培の生産性向上も重要な課題となっている。

国際農研は、タイにおいて、現地製糖工場や日系の農業機械メーカーとの共同研究で、機械を利

用した深植え栽培技術（慣行法である10～20cmより深い30cm程度に植え付ける栽培技術）を確

立した。タイ東北部では、深植え栽培により新植および株出し栽培の収量 (原料茎重) が、慣行栽培

と比較して、それぞれ10%以上向上した（図1）。さらに、フィリピンへの導入に向けた試験では、干

ばつ条件下での発芽・初期生育が優れ、台風などによる倒伏も軽減されることを確認した（図2）。

本技術の導入により、生産性向上と環境負荷軽減の両立が可能となるため、アジアモンスーン地域

全体でのサトウキビの持続的生産の実現が期待される。

深植え栽培では、植え溝が深くなることから、植え付け後の降雨で湛水状態が続くような圃場や

地域では、発芽が悪くなる場合があることに留意する必要がある。
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